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WWWのブラウザを利用 した教材の開発

松山佐和

法政大学計算センター

NEXTSTEPの教育システムはネットワーク・マルチメデイア環境を統合的に実現し、教材を

学生に提示するシステムも整備されている。一方、 WWW(WorldWide Web)のプラウザを用

いた教材提示の方法は、この教育システムの枠を超えて広く教材を提示する場合に適している。

そこで教材を HTML(HyperTextMarkup L皿 guage)を用いて作成し、学生が自由にアクセス

し、検索・参照できるように試みた。さらに CGIやJava言語を用いた対話型の教材の作成を検

討している。

1.はじ めに

現在、法政大学をはじめ各大学では、学内のネット

ワークやインターネットなどへの接統の整備が行われて

おり、インフラストラクチュアとしてのネットワーク環

境は整いつつある。インターネッ トは学術研究だけでな

く、行政では首相官邸から各省庁や市町村に至るまで、ま

た企業では新聞やテレビなどのマスメデイアから、商用・

営利目的まで、そして一般市民へと広がりを見せている。

この状況において、大学における計算機教育は、従来の

言語教育より以前に、電子メールや WWWの利用を始

めとしたリテラシー教育が求められるようになっている。

米国では多くの大学で電子メールや WWWの利用法は

既にリテラシーとして修得しているという前提で教育が

行われているが、日本の大学では最近やっと始まったばか

りである。例としてはインターネットとプラウザを利用

した英語教育(1]、WWWサーパを利用した授業支援[2]
があげられる。本研究では、電子教材などのデータペース

をSGML(StandardGeneralized Markup Language)や

HTML(HyperText Markup Language)を用いて構築す

ることを目的とし、まず、既存の電子教材を HTMLコー

ド化した。この教材を学生がネットワーク環境でWWW
のプラウザを用いて自由にアクセス、参照できるように、

WW Wのサーバの設置と運用を計画している。

2. NEXTSTEPの教育環境

小金井キャンパスの NEXTSTEPの教育システムで

は、クライアン トマシンを 150台導入してマルチメディ

ア教材やレポートの作成、教材提示やレポート提出をサ

ポートする授業支援システムを運用中である。キャンパ

スに在籍する学生全員にユーザID（メールアドレス）を

与えており、計算機関連授業の受講生のみならず多くの

学生が教育支援システムに関するトラプルの解消法や使

用上のテクニック等の情報収集に、また課外活動に活発

に利用している。WWWの利用環境は、 N1300をデリ

ゲートサーバとし、各教室のマシンから NEXTSTEPの

プラウザアプリケーション OmniWebを利用できるよう

になっている。WWWの利用は頻繁でしばしばデリゲー

トサーバのキャッシュやログの容量が足りなくなり、サー

バがダウンする状況である。

3. HTMLコード化の意義

HTMLはマークアップ言語で文書の中にマーク （タ

グと呼ばれる）を付けて、文書の構造を記述するもので

ある 。タグをいくつか覚えるだけで、 HTMLに関して

初心者の教員でも容易に教材を HTMLに書き換えるこ

とができる。また「ネットサーフィン」という言葉で広

く知られているように、キーワードによりリンクを作成

することで、教材を階層化したり、学生自身が興味ある

教材を探し出せるように設計することができる。学生は

WWWのプラウザを用いて教材の参照や検索が容易に

でき、必要な情報をいつでも簡単に手に入れることがで

きる。特にWWWのプラウザは「ポイント・アンド・ク

リック」方式での検索ができるため、コマンドを覚えた

り長いアドレスを入力したりする必要がなく初心者でも

容易に操作できる利点がある。また、 HTMLで指定する

文書の構造は、その文書構造を厳密に指定するものでは

なく文書を表示するクライアントのプラウザに構造の表

示方法を任せているので、 HTMLで書かれている文書

の参照はクライアントマシンのプラットホームに依存し

ない。このため、学生の持っているマシンが何であって

も適当なプラウザさえあれば全く同様に情報資源にアク

セスできるため、特に大学が用意した教育用マシンに限

定されることなく、効率よく授業効果を上げることがで

きる。

4.既存の電子教材のHTMLコード化

既に教材として作成されている NEXTSTEP利用の

手引きの一部を HTMLコード化することを試みる。ま

ず、教材の全体的な構造、キーワードとリンク構造の設

定、イメージ等の効果的な取り込みとその配置に関して

検討する。

4.1教材の構造

教材の全体的な構造を Fig.lに示す。元の教材で既に

章だてになっている部分はそのまま生かすこととする。

章、節、項を階層構造とし、上位のレペルから下位のレ

ベルヘとリンクを形成する。必要に応じて下位レペルか



ら上位レベルヘ戻れるように しておく。プラウザによる

表示画面の構成はフレーム構造と し、左側のフレームに

目次、右側のフレームに本文を表示する。目次にはリン

・，，レベル 讐i，，レベル ・，，レベ.. 

Fig. 1．教材の構造

クを作成し、各目次の説明本文には目次からのリンクに

対応するアンカーを作成する。これにより左側のフレー

ムに表示されている目次の項目をマウスでクリックする

ことで、右側のフレームに対応する説明本文を表示でき

る。項の本文部分が大きく画面のスクロール範囲が広す

ぎる場合には適宜その下のレベルを作成していく。既存

の図表は eps 、 tiff 等のイメ ージ形式から ~rww のプラ
ウザに対応する gif形式に変換しておく 。

4.2教材へのアクセス

NEXTSTEPのプラウザである OmniWebのスター

ト画面にリンクを作成し、そこからアクセスできるよう

にする。初期ウィンドウ画面を Fig.2に示す。このウィン

Fig. 2．表紙のページ

ドウの矢印ポタンをクリックすることで教材の内容を参

照できる。その先のウィンドウ画面からはフレーム構造に

なっている。まず表示されるウィンドウ (Fig.3)は、テ

キストの章組と全体の説明である。ここで左側のフレー

ムの「第2章」をクリックすると、作成されているリンク

とアンカーにより、その章の概略が右のフレームに表示

される (Fig.4)。このレベルがFig.Iに示した章のレベル

である。他の章の概略を知りたければ、 同様に左側の章

の名前をクリックして、その章の概略を表示できる。そ

の章の内容に入っていきたければ、 Fig.4の右側のフレー

ムに表示されている矢印ポタンをクリックする。このポ

タンに作成されているリンクにより Fig.Iに示した節レ

ペルに移動できる。節レベルヘ移動後、左側のフレーム
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Fig. 3．全体の構造と説明

に表示された第 2章の目次の中の 「2.4 Editによる文

書作成」をクリックして、右側のフレームに 2.4節の説

明文を表示させたものがFig.5である。このウィンドウで

●I●"一9a9-ヤ冒r●●． 
曇・,．1111鴫幽“"

●4奮 llI.... 

..nI•ヽ冒曇

.. 『●`

Fig. 4. 2章の説明 ：左側の 「第2章 NEXTSTEP」
をクリ ックすると右側に概略が表示される。こ

この矢印ポタン「第 2章の目次へ」をクリ ック

すると下位レベルにリンクする。

も章のレベルと同様に他の節の説明を見たければ、左側

の節の目次名をクリックすればよいし、その節の内容を

詳しく知りたければ、 Fig.5の右側のフ レームに表示され

ている矢印ポタンをクリ ックすればよい。このポタンに

作成されているリンクによりFig.Iに示した項レベルに

移動できる。項レペルに移動した後、左側のフレームに

表示された節の目次の中の「2.4.1 Editの起動」をク

リックして、右側のフレームに 2.4.l節の説明文を表示

させたものがFig.6である。このウィンドウに表示され

ている Editのアイコンとメニューはgif形式で作成し、

HTMLのTable構造を利用して並ぺている。
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Fig. 5. 2章の目次と 2.4節の説明：左側の 「2.4
Editによる文書作成」をクリックすると右側に

その説明が表示される。ここの矢印ポタン

「E<litによる文書作成の目次へ」をクリ ックす

ると下位レベルにリンクする。

ここで作成した HTMLの教材はフレーム構造とし画

面を二つに分けたため、右側の説明部分の幅が狭くなり

ウィンドウ内に表示できる情報量が少なくなることが欠

点である。参照する項目に応じて、利用者がウィンドウ

の大きさを調節すればよいともいえるが、それは利用者

にとって煩わしい操作となる。しかし、この教材であえ

てフレーム構造を採用したのは、節や項の同レベル内で

の教材の検索に際し、一旦上位レペルに戻ってから検索

し直す煩わしさが解消できるためである。

Fig. 6. 各項の説明

5. WWWのサーパ

現在、 HTMLコード化した教材は、 NEXTSTEPの

教育支援システムのサーバ上に置かれている。このサーバ

はWWWのhttpサーバではないが、アプリケーション

サーバとして学生の使用するクライアントマシンに NFS
マウントされているため、 NEXTSTEPの教育システム

の閉じた環境の中からは、クライアン トのWWWプラ

ウザによりこの教材にアクセス可能である。このサーバ

をhttpサーバとして起動すれば、この教育システム外

からもアクセスできるようになるが、既に授業用の各教

材、課題、レポート等を管理しているため負荷が高く、

WWWのサーパを兼ねることは無理である。そのため、

教育支援サーバとは別に HTML教材のデータベースの

管理と WWWのhttpサーバの運用を検討している。

6.おわりに

ここでは、既に作成されている霞子教材を HTMLコー

ド化し、 WWWのプラウザを用いて、学生がいつでも自

由にその教材にアクセスし、必要な情報を検索できるよ

うにすることを試みた。現在、運用中の NEXTSTEPの

教育システムではマルチメディア教材やレポートの作成、

教材提示やレポート提出をサポートしている。これに加

えて WWWサーバを運用し、授業で使用する場合の運

用上の問題点やネットワークの負荷について検討し実際

の運用に適したシステムの構築を予定している。ネット

ワーク環境も整備し直す予定である。HTML教材に関し

ては、 CGIや Java甘語を用いて対話型の教材の作成を

検討している。
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Summary. 

Development of Teaching Materials with the WWW  Browser 

Sawa Matsuyama 
Hosei University Computer Center 

An educational system with the WWW(World Wide Web) browser is a suitable for all subjects in faculty. This 
system fast spreads all over the world. The similar system is developed as one of the electronic teaching material in 
Hosei University. In this system, the professor makes the teaching text with HTML(HyperTex1; Markup Language) 
before his lecture. Before and after the lecture, the students can see the contents of the lecture by the personal 
computer or work station everywhere. In near future, we will show interactive-type educational materials using 

CGI and Ja四 language.
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